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隆  

大
き
な
見
出
し
『
終
点
ま
だ
ま
だ 

日
本
全
駅
制
覇
』
の
新
聞
記
事
（20

22/
9
/11

朝
日
）
が
目

に
と
ま
っ
た
。
定
年
後
十
六
年
か
け
て
全
国
す
べ
て
の
駅
を
撮
影
し
て
き
た
人
の
紹
介
記
事
で
あ
る
。

「
き
っ
か
け
は
半
世
紀
前
の
切
符
と
い
う
。
所
狭
し
と
途
中
下
車
し
た
駅
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
た

北
海
道
周
遊
乗
車
券
を
同
僚
に
見
せ
た
ら
、
「
こ
ん
な
切
符
が
今
も
残
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
」
と
。 

大
学
時
代
に
使
っ
た
昭
和
四
十
年
の
切
符
だ
っ
た
。
・
・
・
」
と
あ
る
。 

あ
れ
！ 

俺
も
同
じ
よ
う
な
切
符
を
残
し
て
お
い
た
筈
だ
。
高
校
の
親
友
Ｋ
君
と
二
人
で
、
大
学

時
代
の
夏
休
み
に
北
海
道
を
周
遊
し
た
と
き
の
ア
ル
バ
ム
を
探
し
出
し
た
。
た
し
か
に
昭
和
三
十
四

年
発
行
の
切
符
が
貼
っ
て
あ
る
。
東
京
か
ら
北
海
道
内
国
鉄
全
線
ま
で
の
往
復
乗
車
券
だ
。
十
八
日

間
有
効
で
、
値
段
は
学
割
を
使
っ
て
三
千
七
百
円
の
半
額
。
苫
小
牧
、
様
似
、
帯
広
、
落
合
、
池
田
、

足
寄
、
根
室
標
津
、
標
茶
、
北
浜
、
網
走
、
旭
川
、
稚
内
、
札
幌
、
壮
瞥
、
函
館
な
ど
、
下
車
し
た

駅
の
押
印
が
順
に
並
ぶ
。 

父
親
の
古
い
カ
メ
ラ
に
36

枚
撮
り
の
貴
重
な
モ
ノ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
、
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
ワ
ン
シ
ョ

ッ
ト
に
心
を
込
め
、
現
像
印
刷
も
自
身
で
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
一
冊
の
ア
ル
バ
ム
が
写
真
だ

け
で
は
埋
ま
ら
ず
、
絵
葉
書
や
乗
車
券
な
ど
も
加
え
て
い
た
の
だ
。
北
海
道
学
芸
大
学
旭
川
分
校
全

寮
の
「
金
壱
百
五
十
円
、
食
費
五
十
円
、
宿
泊
費
百
円
、
二
人
分
」
と
書
か
れ
た
領
収
書
も
あ
る
。 

宿
泊
費
節
約
の
た
め
、
だ
ぶ
だ
ぶ
の
ヤ
ッ
ケ
を
着
て
米
軍
中
古
品
の
シ
ュ
ラ
フ
を
横
長
ザ
ッ
ク
に

背
負
う
。
後
に
「
カ
ニ
族
」
と
揶
揄
さ
れ
る
格
好
だ
っ
た
。 

帯
広
畜
産
大
学
や
北
海
道
大
学
の
学
生
寮
、
足
寄
高

校
の
医
務
室
、
屈
斜
路
湖
や
網
走
湖
の
キ
ャ
ン
プ
場
の

貸
テ
ン
ト
、
羅
臼
の
村
営
温
泉
場
、
幌
泉
の
ニ
コ
ニ
コ

荘
な
ど
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
、
宗
谷
本
線
の
夜
行
列
車
、

層
雲
峡
で
は
橋
の
下
で
眠
っ
た
。 

な
か
で
も
最
果
て
の
終
着
駅
、
根
室
標
津
で
の
こ
と
。

冷
た
い
夜
霧
の
な
か
待
合
室
で
横
に
な
っ
て
い
る
と
、

最
終
列
車
の
到
着
後
に
駅
舎
を
閉
じ
る
と
い
う
。
困
り

顔
の
我
々
を
見
て
、
「
構
内
に
止
め
た
客
車
の
扉
を
開

け
と
く
よ
。
た
だ
し
中
で
火
は
使
う
な
よ
」
と
言
っ
て

く
れ
た
駅
員
さ
ん
の
心
遣
い
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。 


